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植田尚樹 京都大学大学院 /日本学術振興会
伊藤雄馬 京都大学大学院 /日本学術振興会
トートルディ 京都大学大学院

編集後記
『京都大学言語学研究』（第 32号）の発行に際し、多くの方々からのご協力を賜りました。この
場をお借りして、御礼申し上げます。また、本誌は京都大学学術情報リポジトリ（KURENAI）に
て電子ジャーナルとしても公開されております。下記 URLよりご利用ください。

http://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/dspace/bulletin/kulr

今後とも『京都大学言語学研究』をよろしくお願いいたします。

編集委員長
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